
 

 

 

 

 

「前期児童総会」～自分たちの学校を自分たちで～ 
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５月１日（金）に、令和８年度前期児童総会を行いました。総会では、児童会執行部を

はじめ、各委員会から今年度の活動計画が提案され、どのような取組を行っていくのかに

ついて話し合いました。広田小学校をよりよい学校にするため、また全校児童のために自

分たちに何ができるのかを、具体的に考えながら意見を出し合う姿が見られました。今回

が初めての参加となった３年生も、積極的に質問したり意見を述べたりするなど、意欲的

に総会に参加しました。「自分たちの学校は自分たちで」を合言葉に進められている児童

会活動。これからの活躍が楽しみになる、期待の持てる児童総会となりました。 

 

 

全校児童の笑顔いっぱい「１年生を迎える会」 

 ４月２２日（水）に、「１年生を迎える会」を行いま

した。全校で１年生を温かく迎えようと、児童会執行部を

中心に準備・計画を進めてきました。学年紹介では、２年

生から６年生までが、それぞれの学年の特色やがんばっ

ていることを工夫して発表し、会場は温かな拍手に包ま

れました。続いて行われた１年生の自己紹介では、名前や

好きなこと、好きな食べ物などを元気に発表しました。中

には兄弟姉妹が立って、「うちの〇〇をお願いします」と

紹介する場面もあり、和やかな雰囲気となりました。全校

交流のじゃんけん列車では学年を越えて声をかけ合い、

笑顔いっぱいで活動する姿が見られました。１年生にと

っては学校生活への期待が高まり、上級生にとっても思

いやりの心を育む、心温まるひとときとなりました。これ

からも全校で力を合わせ、楽しく安心して過ごせる学校

づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 



全校で縦割り班昼食会 

 

 

 

 

 

先日の岩手日報「声 論壇」に掲載（４月２８日）されていたものが心に残りましたの

で紹介します。 

 

 
小学校に入学した長男の様子を細やかに見ているお母さんの姿が伺えます。そして、

ほほえましいと見守っています。「一歩後ろから見守る忍耐強さ」。案外、よかれと思

ってしてあげることが、子どもの自立につながらないことを理解されています。子ど

もとともに親として、焦ることなく成長していこうとする思いが素敵です。 

  

 

４月３０日（木）、縦割り班昼食会を行いました。天候にも恵まれ、縦割り班ごとに

校庭へレジャーシートを敷き、みんなで弁当を囲みました。高学年の児童が低学年の

児童に進んで話しかける姿も多く見られ、終始和やかな雰囲気の中で交流を深めるこ

とができました。昼食後には、全校児童で「社長さんゲーム」を楽しみ、学年を超え

た一体感を味わうひとときとなりました。 

親として子どもとともに・・  


